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今年の京都市の平均気温は、平年に比べて６月が約

2℃、7 月が 3℃、8 月（15 日まで）が約 1℃高くな

っています。水田では基肥の溶出が早まっていると思わ

れます。高温の登熟期に葉色が薄い場合、光合成量が落

ちて、白未熟粒が多くなることがわかっています。また、

その場合、窒素１～２ｋｇ/１０ａの追肥でも、食味に

影響するたんぱく質含量まで増えません。例年より、葉

色が薄いと思う場合は、登熟期の追肥をしましょう。 
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第２ 回 カ メ

ム シ 類 防 除 

ス タ ー ク ル

豆つぶ、スタ

ークル粒剤  

第３回 カメムシ

類防除 スターク

ル豆つぶ、スタ

ークル粒剤 

※発生状況に

応じて 

  １０ 

  月 

９ 

月 

８ 

月 

 

晩生品種の場合 

第１回 カメムシ

類防除 キラップ

粒 剤 な ど を 使

用。※イネカメ

ムシがいた場合 

出
穂
期 

出穂期でも葉色が薄ければ追肥を 



 


